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巻六三八，六三九(のち散逸)から採録した『四庫全書J， r武英殿緊珍版』 の組悪な テ キ ス ト ，
明の胡文燥の『格知叢書』本を使用するしか術がなかった5)。
ところが，大元ウルスの尉馬国であった高麗では，明の洪武五年すなわち恭態王の二一年
(1372)に， r元朝正本重刊農桑輯要』 を慶尚南道江陽 (現在の関 I I ) で開板 し ていた。 巻首に至





































ければならない。だが， r元史』 の 「本紀J ， I百官志」 を は じ め ， r燕石集』 巻十二 「司農可題
















































































十六「田令・農桑J， r元典章』 巻二三 「戸部九 ・ 農桑J {立社〉【勧農業立事理】に見えている O
近隣の村の五十家を一社として一種の互助会制を敷き，社長に風紀を取り締まり，儒学の初等
教育，義倉，戸計等を徹底管理させるほか，時宜に照らした各種農作物の栽培，検，柳の植樹，






活民類要J I元制 ・ 農桑」 に載る 【伊予区田之図】， 【区田之法】， カ ラ ・ ホ ト か ら 出土 し た F




























































『務本新書Jl，左轄たる挑公の『種蒔直説Jl， r士農必用~ ， 農正た る韓公の 「韓氏直説~，
『桑蚕直説」有り。其の次第の先後は，各，年代歳月を以て差と為す。是乎り外るる者，


























河の南北両側の広大な地域の復興のためにも， r農桑輯要』 の編纂は役立つ はず、であ つ た5叫4心)
さて， r農桑輯要」 は ， わずか半年ほ どの聞に編纂さ れたわ けだが， 編修にあ た っ ては， 拓




の記述から採ったものである o r本草図経』 は ， 唐の顕慶年間 (656-660) の稀少な抄本に依拠
して，北宋の嘉祐三~六年(1058 -106 1) に林億， 蘇頒等が校訂 し ， 国家出版さ れた。 政和六








時纂要』とほぼ一致する 55)。北周の世宗の顕徳年間 (954-959) ， 実行は さ れなか っ たが， 竃憶







いっぽう， r博聞録』 は ， 南宋末期， 建陽の陳元観が も の し た類書 (一種の百科事典) で， 大
元ウルス治下さかんに最新版が出された『事林広記』の前身である。「農桑輯要』に引用され
る『博聞録」の記事のほとんどは， r事林広記』 の中で も っ と も古 し 、 かた ち を と どめ る和刻本
の庚集巻四「農桑門J，辛集「獣医集験」と一致する 58)。
『歳時広記」も陳元調の著作で，朱鑑，劉純の序文から『博聞録』より少し後一一 1220年
代の成立であることが知られるが，宋・元刊本は現存せず， r十万巻楼叢書』 の四十二巻の テ
キストが伝わる。書中に『博聞録Jを引用するなど，後世にかなり改訂が施された可能性があ
るが，少なくとも『農桑輯要』巻四「浴連」の記事は，巻十一「上元中・変蚕種J，巻三九



















三五畝者，皆免飢界"とあり， r務本新書』 がオ ゴデイ の十年 (1 238) 以降の成立であ る こ と
は間違いな L 、。そして「静遼宋金正統」は， 1234 年の東平にお け る諸公の議論 と い う 設定で
ある。至正二一年(1361)，モンゴ、ル朝廷の文官として順調にキャリアを積んでいた貢師泰は，
江南行台から福建に派遣されてきた令史の惰徳(あざなは敬宗)に，氏名と籍貫を聞いて即座









あるまいか。ちなみに， r農書」 は， 完成後ま も な い大徳八年 (1 304) ， 江西儒学提挙司お よ び
江西湖東道粛政廉訪司の指揮のもと，龍興路の儒学において刊行された。とうじ江西等処儒学
副提挙であった祝静得(静得は号，名と字は不明)の牒呈によれば，“坊揮の刊する所に，旧く
は『斉民要術J， r務本輯要』 等の書有 り " と し 寸 。 「務本新書』 は ， r斉民要術』 につ いで引用
される回数が多く，引用箇所をみると巻ーから巻六まで，つまり穀物，野菜，果樹，薬草，栽
桑など広範な内容をもっていたことがわかるが，なかでも養蚕の記述が詳しかった。






を二つ作ったという。『種蒔直説』は， r農桑輯要』 巻二 「耕地J ， I種穀」 に それぞれー箇所引
用され，最新式の鋤が紹介されている。この時期の経験にもとづく著作かもしれな~ I 。 ま た ，
とうじ入手が困難だった朱子の『小学J， r論語或問J， r孟子或問J， U家礼」 を い ち はや く 自 ら
出版したほか，楊惟中等に『四書集註J， U詩集伝J ， U易程伝J ， U書察伝J ， U春秋胡伝』 を刊行




















そして「韓氏直説J， r桑蚕直説』 も ま た現役の大司農司の農正の著作であ っ た。 こ の韓公と
は，東平は直龍の韓文献の可能性が高~ I 。 元好問の友人でかれの文集に何箇所か名を留め る ほ












書かれていることからすれば， r種蒔直説J ， r韓氏直説J ， r桑蚕直説』 も ほん ら い同様の文体
で書かれており， r農桑輯要』 への収録の段階で 『斉民要術J に あわせて統一さ れた可能性が


























があり，その記述から巻二「苧麻j， r木綿」 の項に 【新添】 と し て収録さ れ る記事 も かれの撰
であったことがわかる。ほかに，【新添】の記事としては，巻五「西瓜j， re羅萄) j , re波穣) j ,
「高直j， r同嵩j ， r人克j， r若蓬j ， re銀杏) j , r樫j ， r橘j ， r棺子j ， 巻六re松) j ， r漆j ， re 邑
英) j , r棟j ， r椿j ， r葦j ， r蒲j ， r楯子j ， re拘杷) j , r甘煎j ， r憲政j ， r藤花j ， r薄荷j ， 巻七




























「地桑」・「圧条J， I移栽」 か ら適当に抄録 し た も のであ っ た (~氾勝之書』 は 「斉民要術』 か ら























































'al-Tavarikh r集史』 の中国に関わ る部分の イ ン フ ォ ー マ ン ト と な っ たプー ラ ー ド ・ チ ン サ ン
(ボロト丞相)にほかならな ~ \oラシードゥッディーンの著作集の中には ， Atharvaa与ya r遺
蹟と開墾』というタイトルの，気象学，水平 IJ， i葎瓶， 園芸， 農業， 牧畜等， 多岐の分野にわた
る著述があり，桑の栽培，養蚕についても言及している 87)。




Tans J1qnam αイilkan dar!un J1n イ'ul J1m 寸Khita' ir珍奇の書J88) に は ， ラ シ ー ド ウ ツ
ディーンの指揮のもと，イル・カンに捧げるためにペルシア語に翻訳された中国の典籍一一
『王叔和脈訣J， r銅人J ， r御薬院方J ， r本草J ， r泰和律令」 が含ま れて い る 。
そのうち「王叔和脈訣』は，近年，羽田亨ーによって，李嗣(字は子埜)の『晴茄子脈訣集
解』十二巻にいちおう比定された89)。この書の三年後の戚淳五年/至元六年(1269)に編纂さ











と交流のあった女真族の高鳴が序文を書いている幻)0 r本草』 と題す る テ キ ス 卜 は膨大に あ り ，





令』二十巻は， r新定勅条J 三巻， r六部格式』 三十巻， そ し て 『唐律研し義』 を踏襲 し た 『泰和
律義』三十巻とともに，金の泰和元年(1201)十二月に制定，翌年五月に頒行された94)。現在，
この書は伝わらないが， r文淵閣書目』 巻三に は， “泰和律令， 格式一部九冊" が記録さ れてい






























できな l 'oそれ以前のものは， r元典章』 を は じ め意図的に編纂官に よ っ てケ シ ク の メ ンバーが削除， 編






















「農桑之制」十四条をそのまま附して頒布させたのである 1 10 )0 I区田法」 も ， かつて と 同様，
各路において版木に刻され，広くばら撒かれたのはいうまでもない。
ちなみにこの時期， r本草』 の増修を は じ め ， 大司農司の設立が決定さ れた至元二三年二月 ，
太史院では，李謙がチンキムの命を受けて三年前から取り組んでいた『暦経j， r暦式j ， r暦
議』等全二一巻をアルグンサリと献上l l l)，至元二四年，勧農ともふかくかかわる『春牛経式』
を頒行1 1 2)するなど，各官庁では編纂事業が活性化していた 1 1 3)。地理書『大元大一統志」の編
纂も，至元二二年六月頃に企画がもちあがり，二四年頃から本格的に開始される 1 1 4)。南末接
収から数えてちょうど十年ということもあるが，至元十九年秋に断行した遷転制一一江南の
官員の位階の相当激い守|き下げをともなった一一 1 1 5)が定着し，またこの時期，江南の投下
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1)杉山正明『大モンゴルの世界~ (角川書店 1992年 1 21頁)
2)張光大「救荒活民類要~ I元制J <農桑〉によって，至元六年八月の詔の一節を引用したものと
知れる。この書については，拙稿 I~対策」の対策一一大元ウルス治下の科挙と出版J (~古典学
の再構築~ V 2003 年1 月 の ち 『モ ン ゴル時代の出版文化~ 380-484 頁に再録 名古屋大学
出版会 2006年)参照。そのご，崖允精「元代救荒書与救荒政策一一以《救荒活民類要》為依
拠J (~元史論叢J] 9 2004 年7 月207-219 頁)，井黒忍 I~救荒活民類要」に見るモンゴル時
代の区田法一一カラホト文書解読の参考資料としてJ (~オアシス地域研究会報J] 5-1 2005
年 3月 24-52 頁)，古松崇志「元代カラホ卜文書解読( 2)J(~オアシス地域研究会報~ 5-1
2005 年3 月53 -97 頁) が出た。
3) 銭大所を は じ め と す る幾人かの考証学者が真撃に と り く み補っ た 「元史芸文志」 も ， 数百年を
経てわずかに伝来した典籍(それも自らが閲覧できたものは限られていた)とさまざまなかたち
の文献から採集した記事によって構築せざるをえなかったため，ときには誤りも見受けられる O















6) 三木栄 『朝鮮医書誌j (1956年自家出版 304-305 頁) ， 天野元之助 『中国農業史研究j c御
茶の水書房 1962年 473-482 頁)，岡「元，司農司撰「農桑輯要』についてJ cr東方学j 30
1965 年7 月50 -67 頁) ， 同 『中国古農書考j c龍渓書舎 1 975 年 130 -140 頁) ， 金容隻 「高
麗刻本《元朝正本農桑輯要〉号与司バ甚〈農桑輯要》叫撰者叫資料J cr東方学志j 65 1990 年
3 月53 -76 頁)
7) r高麗史』 巻一一二 「倶遜財伝J。 詳 し く は ， 拙稿 IT混一彊理歴代国都之図』 への道 14
世紀四明地方の『知』の行方 J cr 絵図 ・ 地図か ら みた世界像j 2004 年3 月 の ち 「モ ン ゴ
ル時代の出版文化 J 487-651 頁に再録) ， Iモ ン ゴルが遺 し た 『翻訳」 言語 旧本 「老乞大」
の発見によせて一一一(下) J cr内陸ア ジ ア言語の研究j 19 2004 年7 月 の ち 「モ ン ゴル時代の
出版文化 J 177-268 頁に再録) 参照。
8) r高麗史」 巻三七 「忠穆王世家」 “丁巳， 元流忠恵王要人崖和尚干靖川路， 林信子彬州路， 朴良
{IT 子州路， 閏漁子辰州路， 金添寿子永州路， 林以道子桂陽路， 承信子帰介|路， 南宮信子道州、|路，
王碩子金州路"とあり， r救荒活民類要』 に序文を寄せ校正を担当 し た高麗の オ ル ジ ェ イ ト ゥ は，
桂陽路の総管であった。
9) r致事撮要』 下 「八道程途別号， 冊板井附J {慶尚道・八日程・陳 i l l >， r太宗康献大王実録』 巻
三一[十六年(1 41 6)五月戊戊]， r世宗荘憲大王実録』 巻十七 [四年 (1 422 ) 八月 丙午]，同巻








10) r救荒活民類要j I元制J {農桑》
11) r元史』 巻四 「世祖本紀J [中統元年五月乙未]
12) r永楽大典」 巻-0八八九元明善 「羅古公神道碑銘J ， r国朝名臣事略』 巻七 「平章廉文正王J ，
『道園類稿』巻三八「曹南王勲徳碑 J， r危太撲文続集J 巻二 「故翰林学士承旨資善大夫知制詰兼
修国史贈推忠輔義守正功臣集賢学士上護軍追封液水郡公益忠実嘉耶律公神道碑」等参照。
13) r秋澗先生大全文集』 巻八o I中堂事記上J [中統二年正月壬子]。なお，至元二四年成立の
『中堂事記』と『元史』の「世祖本紀 J，華北碑刻の聞の暦と事件のズレについては，別稿であら
ためて論じることとする。
14) r秋j問先生大全文集』 巻八一 「中堂事記中J [中統二年五月八日]
15) r元史」 巻四 「世祖本紀J [中統二年四月乙卯]
16) r秋澗先生大全文集』 巻八一 「中堂事記中J [中続二年五月廿六日 J， r国朝文類」 巻六O桃憾
「中書左丞跳文献公神道碑 J， r国朝名臣事略」 巻八 「左丞桃文献公」
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17) r元史』 巻四 「世祖本紀j [中統二年八月丁未]
18) r三晋石刻総日 運城地区巻~ c山西古籍出版社 1 998 年 25 頁)
19) r元史』 巻五 「世祖本紀j [中統三年夏四月甲辰]
20) r元史』 巻五 「世祖本紀j [中続四年五月戊成] ，巻六「世祖本紀 j [至元二年正月乙西 L巻ー
三四「月合乃伝 jo r紫山大全集』 巻九 「西冶記」 に “我朝右武重農， 回配 日開， 彊土歳拡， 鼓冶
鋳錬，明不可廃。某年立銅冶総管府，鈴束諸道冶。三年而上計戸曹"というように，いご，朝廷
の主導によって農器の作製，支給が継続されていくことに注意すべきである。
21) r事林広記~ c北京大学図書館蔵元刊本) 戊集巻上 「官制類」 【官職新制】
22) r斉乗』 巻三 「郡邑j ， r元史』 巻六 「世祖本紀j [至元二年間五月丁卯 J， [至元二年冬十月奨
未]
23) r元史』 巻六 「世祖本紀j [至元二年二月甲子]， r国朝名臣事略」 巻-0 I平章宋公」 “至元二
年，罷世襲官，初行遷転法"。
24) r元史』 巻六 「世祖本紀j [至元二年正月乙酉]， [至元二年五月甲寅]， [至元二年間五月丙寅]
25) r元典章」 巻六 「台綱j <内台〉【設立憲台格例】， <体察》【察司体察等例】，巻十一「吏部五・
職制 j <給由》【解白体式】“一.本官任内，提点過農桑実績，依己行備細開款申報。如不係提晴見
亦云並不問是点農事" r大元官制雑記~ cr 永楽大典』 巻一一一八) I按察司官」
26) r元史」 巻六 「世祖本紀j [至元六年八月丙申]。詔の全文は， r救荒活民類要~ I元制j <農桑〉
参照。
27) r国朝文類』 巻四o I経世大典序録j <常平義倉》
28) r元典章』 巻二 「聖政一j <勧農桑>， r元史J 巻七 「世祖本紀j [至元七年二月壬辰 J o r通制条
格』巻十六「田令・立社巷長 j， r元典章』 巻二二 「戸部八 ・ 課程j <免税》【倒死牛肉不須税】な
どは，当該機関が尚書省の指令下にあったことをうかがわせる O
29) r成化順徳府志』 巻三王磐 「張氏先徳之碑j ， r国朝文類」 巻五八李謙 「中書左丞張公神道碑j ，
『元史」巻一五七「張文謙伝 j， r国朝文類』 巻五O斉履謙 「知太史院事郭公行状j ， r元史』 巻五
「世祖本紀 j [至元元年五月乙亥 J， r道園学古録」 巻二o I翰林学士承旨董公行状J
30) r牧庵集」 巻二四 「謹公神道碑J
31) r大元官制雑記~ I巡行勧農司j， I初立巡行勧農司条画j ， r永楽大典』 巻一九四一七 「砧赤二」
“至元七年十月二十六日司農司言四道巡行勧農官，乗駅勧課，所過無之処合無従按察司巡歴体例，
乗坐馬匹，請区処事" r国朝文類」 巻六O桃d腿 「中書左丞挑文献公神道碑」
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33) r元史J 巻一五三 「高天錫伝」 “天錫語丞相李羅、 左丞張文謙日 「農桑者衣食之本， 不務本則民
衣食不足，教化不可興，古之王政，莫先於此。願留意罵」。丞相以聞，帝悦命立司農司，以天錫
為中都山北道巡行勧農使兼司農丞，尋遷司農少卿，巡行勧農使"。
34) 李逸友 『黒城出土文書 (漢文文書巻) ~ c科学出版社 1 99 1 年 1 0 1 -106 頁)
35) r燕石集』 巻十二 「司農司題名記j， r国朝文類」 巻六八 「平章政事致仕尚公神道碑」
36) W.M. Thackston , Rαshiduddin Fazlullah , ]ami 'u' t-t αωαri たh: Compendium of
Chronicles , Partone, partone , chapterfour , sectiontwo:theNiru'un , theDorbanClan ,
HarvardUniversity , 1999,p.104.
37) r国朝名臣事略』 巻-0 I宣慰張公」
38) r元史』 巻七 「世祖本紀j [至元七年十二月丙申朔 J
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『農桑輯要」からみた大元ウルスの勧農政策(上) (宮)
39) ~元典章』巻二八「礼部一・礼制 J <迎送〉【迎接合行礼数】， ~通制条格』巻八「儀制 J <賀謝迎
送>， ~元史』巻六「世祖本紀 J [至元六年冬十月己卯]，巻七「世祖本紀 J [至元七年二月丙子]，








41) ~元典章」巻二三「戸部九・農桑 J <立司〉【復立大司農司】。このクビライの聖旨を収める一葉
は， 1聖旨J 1奏J と い っ た聖な る語の改行 ・ 拾頭が行われてお らず， 本来あ る べ き状態よ り 7 行
ほど少なくなっている。その前の【立司農司】も“見聖政勧農桑類"として省略されてしまい，
指定された「元典章 J巻二「聖政一 J <勧農桑》をみても，聖旨本文のみで付帯条項たる勧農条
画がまったく収録されていないので，【復立大司農司】にいう“巳降聖旨条画"が参照できな ~ ) o
42)~元典章』巻三 o 1礼部三 ・ 礼市IJJ <祭杷》【祭社榎風雨例】， ~元史」巻七六「祭杷志 J <風雨冨
師>0 ~析津志輯{失 J 1風俗 ・ 立春」 も参照。




46) ~元典章』巻二三「戸部九・農桑 J <栽種〉【道路栽植検柳塊樹】， ~通制条格』巻十六「田令」
〈農桑》
47) ~元典章」巻二三「戸部九・農桑 J <水利〉【興挙水利】
48) ~大元官制雑記 J 1大司農司」 “大徳八年十二月 四 日 ， 本司官集議為無公癖， 止於旧吏部内署事。
本司所領天下農桑及供給内府，不為不重，未備癖宇，誠失観謄，移文左警巡院，置買蓬莱坊王同
知宅一区，作公癖……
49) ~元史』巻一六 0 1孟頑伝 J， ~甘水仙源録』巻四「応縁扶教崇道張尊師道行碑」
50) ~秘書監志 J (中国国家図書館蔵影元抄本)巻一「職制 J <立監>， <設監>，巻七「司属 J <司天
監〉
51) ~元典章」巻二三「戸部九・農桑 J <立司〉【復立大司農司】， ~元史」巻八「世祖本紀 J [至元十
年三月甲寅朔]




55) ~四時纂要中国古農書・古歳時記の新資料 J (守屋美都夫解題山本書店 1962年 30ｭ
345 頁)
56) ~玉海 J (建仁寺両足院蔵元刊本)巻一七八「買思硯斉民要術」“後周賓僚，請於斉民要術及四
時纂要、章氏月録中，采其関田蚕園圃之事，集為一巻，頒下諸州。宋朝天幅四年八月二十六日，




57) r金史」 巻四七 「食貨志二」
58) r博問録』 につ いては， 拙稿 fT混一彊理歴代国都之図」 への道 一一 14 世紀四明地方の 『知』
の行方一一 J cr モ ン ゴル時代の出版文化~ 537-539 頁) 参照。
59) 一. 蚕利最博， 養育宴難， 如浴連生蟻， 初飼成眠， 以至上篠， 必須遵依蚕書， 一切如法， 可収
倍利。嘗聞山東農家因之致富者，皆目綿蚕。旬月之労，可不勉励。
60) r貢礼部玩斎集』 巻六 「送惰敬宗序」 “予始至京師時， 東平諸公能言金進士惰君為郡幕府， 有文
学政事。 後又聞;其子謙，挙進士，半 IJ玩州。孫思善，教授益都儒学，皆克世其業…
61) r通鑑続編~ c台湾国家図書館蔵元干iJ 本) 巻二二 「辛亥十一年冬十一月 」
62) r元史』 巻九 「世祖本紀J [至元十三年九月庚子]
63) r元史』 巻一五三 「高天錫伝J ， r長安志図』 巻下楊景道 「論水之善」





65) r康照高唐州志」 巻四O閤復 「吉公士安去思碑」 “斉右繭綿沃壌， 視他郡為最。 君謂歳入豊倹，
係人力之勤惰，勧課弗厳，長吏之責也。乃遵『農桑要旨 1晶民耕縛，懇切至至 IJ。良農之訓諒子
弟，不菅過罵九
66) r東方見聞録』 で も栽桑， 養蚕， 絹布の生産地と し てほ州， 太原， 河問， 河中， 京兆な ど と と
もに東平府を挙げる。
67) r松雪斎文集』 巻八 「大元故嘉議大夫燕南河北道提刑按察使差公墓誌銘J
68) r山左金石志』 巻二一王磐 「蒸公元帥先埜之碑」 “至元五年， 路委之勧課農桑。 公為立芸桑育蚕
之法，数年民獲利増倍'\『元史』巻一六五「莱公直伝」。
69) r嘉靖山束通志』 巻二五 「名直上 ・ 高伯温」
70) r元史』 の伝では， 皇慶二年に燕南河北道粛政廉訪使に除せ ら れた と い う が， r山右石刻叢編」
巻三 o I中保孫氏先壁碑銘」 に よ れば、， 至大三年にすでにそ の肩書き を も っ てい る 。
71) r秘書監志」 巻七 “至元十年十一月初七日 ， 太保， 大司農奏過事内一件 ; I興文署掌離印文書，
交属秘書監珂，宏生? J ， 奉聖旨 「那般者J 。 欽此ぺ 「欽定天帳琳E良書目 』 巻五 「資治通鑑」。 王
磐の『資治通鑑」の序文によれば，興文署の最初の刊行物のひとつは， r資治通鑑」 であ っ た 。
かれの肩書きは，翰林学士となっており，至元十七年以前に書かれたとみて間違いないだろう。
72) r元史」 巻八 「世祖本紀J [至元十一年三月己卯]， r高麗史』 巻二七 「元宗三J [十五年五月庚
子1
73) r元史』 巻八 「世祖本紀J [至元十二年夏四月丁卯]，巻九「世祖本紀 J [至元十四年五月美卯] ,
巻-0 I世祖本紀J [至元十六年五月辛亥]， r大元官制雑記~ I巡行勧農司J ， I初立巡行勧農司条
画」。なお， r大元官制雑記」 の二箇所の “至元二十二年" は “至元一十二年" の誤 り であ る O
74) r秋澗先生大全文集』 巻六二 「勧農文」 は ， 至元十四年か ら十七年にかけて王揮が河南北道，
燕南河北道の提丹 IJ按察副使をつとめていたときの成果である Oかれは，桃枢の東平宣撫使時代に
従行したこともあり，農桑についてかなり詳しかった。






77) r国朝文類』 巻十七楊桓 「太史院銘」
78) r元史』 巻九 「世祖本紀J [至元十四年二月丁亥]， r元典章』 巻八 「吏部二 ・ 官制J ~承襲〉【軍
官降等承襲】， r圃朝文類」 巻六八字Jtt 魯榊 「大都路都総管挑公神道碑J ， r山右石亥Ij叢編』 巻三四
劉致「桃天福誼議碑 J，虞集「桃天福墓表」
79) 御史台が大司農司 と 同 じ正二品と な る の は， 至元二一年， 後述す る 中書右丞相のハルガス ンが
カアンに原郎、出て以後のことである Oその結果，御史大夫のウルルク・ノヤンは従二品から従一
品となる。『永楽大典』巻二六 O七「経世大典 J，巻二六 O八「憲台通紀」【御史台陸正二品】
80) r元典章J 巻八 「吏部二 ・ 官告IJJ ~選格〉【循行選法体例】
8 1) 至元十六年， 太常寺に よ っ て提出 さ れた 『至元川県社榎通礼」 も ， 至元十一年の段階で諸路に
頒行されていたボロ卜等編纂の「立社榎壇埴儀式」を踏まえているはずである o r元史」 巻八
「世祖本紀 J [至元十一年八月甲辰朔] ，巻 ~O I世祖本紀J [至元十六年三月甲戊]
82) r元史』 巻~O I世祖本紀J [至元十五年三月乙巳]， [六月甲成] ，巻一二八「相威伝 J
83) r元史』 巻十一 「世祖本紀J [至元十八年十月壬子] ，巻八七「百官志・大司農司 J， r燕石集」
巻十二「司農司題名記 J， r元史』 巻~OO I兵志三 ・ 屯田J ~枢密院所轄〉“武衛屯田:世祖至元
十八年，発逼南軍人三千名，於認州、覇州、保定、定興等処置立屯田，分設広備、万益等六屯，
別立農政院以領之"。
84) r元史』 巻十二 「世祖本紀J [至元十九年六月突丑]， r秘書監志』 巻ー 「為革罷司徒府事」
85) r元史」 巻二O五 「姦臣伝」。 ち な みに ， r大元至元弁偽録』 巻五に よれば， 司徒府， 農政院の
設立直後の至元十八年九月，全真教の放火事件，偽道蔵経の審議にあたったのも枢密副使のボロ
トと守司徒のハルガスンである。




二司事，至元戊辰，兼広恵司 " RashiduddinFazlulla h, Jami'u't-tawari 肋 : Com ρendium of
Chronicles ,Partthree, parttwo ,chaptertwo ,sectionfifteen:ArghunKahn ,p.565. 余大鈎
「蒙古来児辺氏字羅事輯 J cr 元史論叢J 1 中華書局1982 年179 ~ 196 頁) も参照。 なお， 至
元二 O年十月，後任の枢密副使には，平章政事のジャサンが命じられる。
87) Karllahn ,thestilmissingworksofRashidaI-Din ,CentralAsi αtic Journal ,Vol.9, No.2 ,
1964,pp.113-122. 本田賓信 Ir ラ シ ー ド全著作目録」 につ いてJ cr西南ア ジ ア研究J 23 1984
年のち「モンゴル時代史研究」に再録東京大学出版会 1991年 383-386 頁) ， 同 「 ラ シ ー
ド・アッディーンの「中国史』についてJ cr東方学J 76 1988 年 の ち 「モ ン ゴル時代史研究J
387-404 頁に再録) ， 岩武昭男 「 ラ シ ー ド著作全集の編纂 『 ワ ッ サ ー フ 史』 著者自筆写本の
記述より一一J cr東洋学報J 78~4 1997 年3 月1 ~ 31 頁) ， A.K.S.Lambton , The瓦 thar
ωαα かya ' ofRashidaI-DinFa<;lAllahHamadaniandHisContributionasanAgronomist ,
ArboriculturistandHorticulturalist;ReuvenAmitai-Preiss , DavidO.Morganed.The
MongolEmpire&itsLegacy , Brill , 1999,pp.126-154.




89) 羽田亨ー 「ペル シ ア語訳 「王叔和脈訣』 の中国語原本につ いてJ cr ア ジ ア ・ ア フ リ カ 言語文化
研究Jl 48-49 1995 年1 月719-726 頁)
90) r難経古注集成 1 Jl C東洋医学研究会1982 年) に全書の影印が収録さ れ る O
91) r玉海」 巻六三 「天聖誠経J ， r曝書亭集」 巻四六 「太医院銅人職穴図拓本政」。 な お ， 北京にお
いて， r新鋳銅人臓穴誠灸図経』 を刻 し た碑石の一部が， 次々 と発掘 さ れてい る O 明清の間に城
壁の資材として転用されたらしい。
92) r商宋楼蔵書志』 巻四七 「医家類五 ・ 新刊恵民御薬院方J ， r突巳新刊御薬院方Jl C国立公文書館
蔵朝鮮版)十一巻
93) r元史』 巻十三 「世祖本紀J [至元二一年十二月美酉 J， r元史』 巻十五 「世祖本紀J [至元二五
年九月庚成 J， r秘書監志」 巻四 「纂修J ~節次奏文>， r牧庵集」 巻二九 「南京路医学教授李君墓
誌銘 J， r至正集」 巻三一 「大元本草序J ， r滋渓文稿』 巻二二 「資善大夫太医院使韓公行状」
94) r金史」 巻四五 「汗IJ志」
95) r秋澗先生大全文集」 巻六o I故趨州寧晋県善士刑君墓掲銘井序」
96) r青崖集』 巻四 「奏議」 は， 至元八年十二月二五日 の こ と と す る が， 現存の テ キ ス ト が 『四庫
全書』本のみなので， r元史」 巻七 「世祖本紀」 に し たが っ てお く 。
97) 拙稿 「モ ン ゴルが遺 し た 「翻訳』 言語 一一 旧本 『老乞大』 の発見に よせて (下) 一一J cr モ
ンゴル時代の出版文化Jl 242-243 頁) にお いて， 朝鮮王朝の司訳院で使用 さ れた モ ン ゴル語の
教科書「巨里羅Jl C と う じ の朝鮮漢字音で はk81ira) を モ ン ゴル語のkerel， gerel に批定 し た。
しかし音価はもとより， r経国大典註解J 後集下 「礼典 ・ 取才条」 が記す “狐名也。 設為狐与
j師， 牛問答之語" と い う 内容か ら し て も ， 原書はペル シ ア語の寓話集Kalila vαDimnα と 見る
のが正し ~ \oここに謹んで訂正した ~ ) o 1320~ 30 年代に ， 大元ウ ルス の文官でネ ス ト リ ウ ス派
キリスト教徒のヤークートがモンゴル語に翻訳したものだが ， Tiirikh-iGuzid α 『選史J に よ れ
ば，それとは別に，はやくはオゴデイ時代，モンケ，クビライたち兄弟が師事したイフティハー
ルッディーン・ムハンマド・カズヴィーニによるモンゴル語訳があったという CHamd-Allah
MustawfiQazvini/ed.'Abdal-HusaynNava'i ,Tiirikh-iGuzid α ， Tehran1339/1960, p.799) 。
ペルシア語文献もぎゃくにモンゴル語を介して中国，高麗へと流入していたことがわかる O
98) r元史」 巻十二 「世祖本紀J [至元二十年正月乙丑 J， [至元二十年十一月戊辰 J， r燕石集」 巻十
二「司農司題名記 J， r元史』 巻-00 I兵志三 ・ 屯田J {枢密院所轄〉
99) 日前震 ・ 黄秀純 「元鉄司父子墓和張弘綱墓J cr 考古学報Jl 1986-1)，同「北京出土的元鉄可墓
誌銘J cr首都博物館文集』 燕山出版社 1 990 年) ， 侯埠 「元 〈鉄可墓誌》 考釈J cr北京文物与考
古』二輯 1991年)， r元史J 巻一二五 「鉄寄伝J， r臨川呉文正公集』 巻六二 「題秦国忠穆公行
状墓銘神道碑後J， r永楽大典」 巻一九四二三 「立占赤八J ~六条政類》“至元二十九年正月初七日，
忽都答児怯醇第二日，紫檀殿裏有時分，火児赤忽魯、速古児赤伯顔参政、察手不花、必闇赤明里
帖木児、冗妻、昔宝赤木八刺沙、折吉児、月児干、舎児伯赤帖歌等，対這的毎，完津丞相、不忽
木平章、日自喜魯了平章、暗都刺参議、狗児参議奏過事内一件" r元史」 巻一六八 「許国禎 ・ 許犀
伝」
100) r元史』 巻十 「世祖本紀J [至元十五年二月戊午] ，巻七六「祭杷志五 J {先農〉
101) r元史」 巻十三 「世祖本紀J [至元二十一年冬十月壬子]， [至元二十一年十一月実卯] ，巻 -0
oI兵志三 ・ 屯田J {宣徽院所轄〉




103) ケ シ ク 制につ いては， 別稿にて詳 し く 述べ る 。
104) ~元史』巻十四「世祖本紀 J [至元二十三年二月乙巳]
105) ~元史」巻十一「世祖本紀 J [至元十七年六月一日 J， [至元十八年間八月壬成] ，本田賓信「モ
ンコソレの遊牧的官制一一ユル卜チとブラルグチ J (~小野数年博士頒寿記念東方学論集』龍谷大




董公神道碑 J， ~常山貞石志』巻二 O張曇「超国正献公董文忠墓碑」
108) ~元史』巻十四「世祖本紀 J [至元二十三年六月乙巳]
109) ~元史』巻十六「世祖本紀 J [至元二十七年正月突酉]
110) ~通制条格」巻十六「田令 J <農桑>， ~元典章』巻二三「戸部九・農桑 J <立社〉【勧農業立事
理】， ~救荒活民類要 j I元告IJ ・ 条格J <至元二十三年六月中書省奏准立大司農司定到条画>， I救荒
綱ー・立義倉 J <至元二十三年六月中書省奏立大司農司条画内ー款〉。なお， ~救荒活民類要』に
は，乱丁がある。
Ill) ~国朝文類』巻十七「太史院銘 J， ~元史』巻十四「世祖本紀 J [至元二十三年二月突亥]






115) ~元典章 J巻八「吏部二・官帝 rJJ <選格》【官員遷転制】
116) ~元史』巻九五「食貨志三」
117) ~元典章 J巻十一「吏部五・職制 J <職守〉【兼勧農事署街】
118) ~大元官制雑記 j I巡行勧農司J， I初立巡行勧農司条画J， ~元史 J巻十四[至元二十三年十二
月戊午]
119) ~元史 J巻十三「世祖本紀 J [至元二十二年二月辛西，戊辰]， [十一月己巳朔]， ~永楽大典」
巻二六 -0 I南台備要」 【行台移江州、| 】 ， 【行台復移杭州ぽ， ~至正金陵新志」巻三下「年表 J，巻六
「大元統属官制」
120) ~元史」巻十四[至元二十四年二月甲辰]， ~江蘇省通志稿』金石二 o I鎮江路儒学復田記J，
『至順鎮江志 J巻十三「公解」
121) ~至順鎮江志』巻十七「寓治・行大司農司 J， ~元典章』巻十九「戸部五・田宅《種佃〉【開種
公団】
122) ~水利集』巻三「水利問答」
123) ~元典章』巻十九「戸部五・田宅 J <官田〉【影占係官田土】， <民田〉【漏報自己田土】，【田多
詣名避差】
124) ~元史」巻十四「世祖本紀 J [至元二十四年間二月乙丑，辛未]
125) ~元史』巻十五[至元二十五年正月辛卯，突丑]， ~元典章」巻十三「吏部七・公規 J <署押〉
【官暫事故詣宅円押】




127) r水利集』 巻二 「水利問答J ， 巻三 「至元二十八年議応武決放湖水」












130) r永楽大典J 巻二六O八 「憲台通紀」 【勧農司復併入按察司】。 そ こ で は， “行司農司の裏の勧
農司の街門を将って罷め了'\としかし 1っていないが， r大元官制雑記J I巡行勧農司J， I初立巡
行勧農司条画 J， r元史」 巻十六 「世祖本紀J [至元二七年三月庚申]は，雅文漢文に直すさい，
いずれも，行司農司及び各道の勧農営田司をともにやめさせたと解釈している O
131) r元史』 巻十六 「世祖本紀J [至元二十八年正月壬成]， r牧莱挫語」 巻十四 「諌大好頒」
132) r燕石集』 巻十二 「司農司題名記J， r道園学古録」 巻二二 「御史台記J ， r大元官制雑記J I粛
政廉訪司 J， r元典章』 巻二三 「戸部九 ・ 農桑J {水平iJ~【提点農桑水平 IJ】， r通制条格』 巻十六 「田
令J {農桑~， r元史』 巻十七 「世祖本紀J [至元二九年間六月]。なお， r元史』 巻九三 「百官志」
は，勧農司の粛政廉訪司への合併を至元二九年に誤る O
133) r救荒活民類要J I元吉IJJ {農桑~， I救荒ー綱J {義倉~， r元典章」 巻三 「聖政二J {息傍役~，
〈救荒〉
134) r元典章』 巻二三 「戸部九 ・ 農桑J {立社〉【勧農業立事理】
135) r通制条格』 巻十六 「田令J {理民〉
136) r元典章』 巻二三 「戸部九 ・ 農桑J {勧課》【革罷下郷勧農】， r通制条格」 巻十六 「田令J {農
桑》
137) r元史』 巻十七 「世祖本紀J [至元二十八年三月己酉]
138) r水利集」 越孟頗 「漸西水利序J， 巻二 「水利問答」
139) r元史』 巻十七 「世祖本紀J [至元三十年三月己巳]， [至元三十年四月己亥 J， r大元官制雑記』
「行大可農司 J， I初立行大司農司条画」
140) 詳細は， 別稿にて論ずる 。
141) r通制条格』 巻十六 「田令J {司農事例〉
142) r元史』 巻十四 「世祖本紀J [至元二十三年]“大司農司上諸路学校凡二万一百六十六，所儲義
糧九万五百三十五石，植桑棄雑菓諸樹二千三百九万四千六百七十二株"巻十五「世祖本紀 J [至
元二十五年]“大司農言:耕噴地三千五百七十頃，立学校二万四千四百余，所積義糧三十一万五
千五百余石"巻十六「世祖本紀 J [至元二十八年]ぺ大]司農司上諸路所設学校二万一千三百余，
墾地千九百八十三頃有奇，植桑棄諸樹二千二百五十二万七千七百余株，義糧九万九千九百六十
石"。
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